
地域高規格道路 「松本糸魚川連絡道路」
に関する説明会

１ 地域高規格道路「松本糸魚川連絡道路」とは

２ これまでの経過

３ 平成２３年度以降の検討状況

４ 計画案の内容

安曇野北IC（仮称）～大町市街地南

５ 整備によって期待される効果

６ 今後の予定

平成28年１月29日（金）

長野県 安曇野建設事務所 大町建設事務所
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１ 地域高規格道路
「松本糸魚川連絡道路」とは
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○ 高規格幹線道路を補完する役割

○ 概ね60km/h以上のサービス速度※を確保

◆道路の種類とサービス速度※

（参考）国県道における現況のサービス速度※

・柏矢町田沢(停)線 約32km/h
・有明大町線（高瀬川右岸道路） 約49km/h

①全て立体交差

１ 地域高規格道路について

国道147号(松本市～大町市) 約34km/h
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◆地域高規格道路のイメージ図

地域高規格道路 概ね60km/h以上

高規格幹線道路（高速道路） 80～100km/h

※サービス速度：信号停止等も含めた実際の平均走行速度
（国県道におけるサービス速度は、H22道路交通センサスによる）

②主要な交差点を立体化



・長野自動車道と北陸自動車道を連絡し、高規格幹線道路(高速道路)を補完します。

・高規格幹線道路(高速道路)の空白地域に、より高い走行サービスを提供します。

松
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糸
魚
川

連
絡
道
路

東京

名古屋

２ 松本糸魚川連絡道路について

4国土交通省ホームページを基に作成

◆高速交通網への所要時間（現況）



・南北を結ぶ道路ネットワークに位置付けています。

３ 長野県新総合交通ビジョン（平成25年3月策定）
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松本糸魚川
連絡道路



２ これまでの経過
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１ 平成17年度まで

Ｈ６ 「候補路線」に指定 （波田町(現松本市)～糸魚川市 約100km）

Ｈ１０ 「計画路線」に指定 （波田町(現松本市) ～糸魚川市 約100km）

Ｈ１２・１３ 住民説明会、意見交換会を開催（波田町(現松本市) 、南･北安曇郡(当時)の13市町村）

Ｈ１１ 「調査区間」に指定 （堀金村(現安曇野市) ～大町市 約15km）

Ｈ１５ 国が地域高規格道路の構造要件を見直す（現道活用も可能になる）

県が現道活用ルート及び起点の変更（波田町から豊科IC付近）を表明

Ｈ１７ 「調査区間」に指定 （小谷村 約4km）
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既存の道路をできる限り活用することを基本

● 道路の主な規格

・ サービス速度は路線全体で概ね60km/hを目標

・ 車線数は原則２車線とし、主要な道路との交差点では立体化を検討

波田ルート

梓川ルート

豊科ルート

豊科北ルート（最適案）

凡例
新設区間現在の道路を

活用する区間

新 潟 県

長 野 県

槍ヶ岳奥穂高岳

針ノ木岳

五竜岳

鹿島槍ヶ岳
白馬岳

糸魚川市白馬村
大町市

松川村

池田町

松本市

北
陸
自
動
車
道

長
野

自
動 車 道

木崎湖
青木湖

姫
川

高

瀬
川

犀 川

1

4

8

8

1

9 4

0
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糸魚川IC

小谷大橋

豊科IC

1

4

7

小谷村

松本IC

白馬村

おこなう区間

バイパス案を含め
更なる調査・検討を

おこなう区間

バイパス案を含め
更なる調査・検討を

おこなう区間

バイパス案を含め
更なる調査・検討を

雨中地区

市街地

大町市

市街地

安曇野市

小谷村

N

豊科北IC
(仮称)

1

5

8

波田IC
(仮称)

梓川SA

４ルート比較区間 ４ルート共通区間

ｽﾏｰﾄIC
（計画中）

詳細図参照

２ 平成20年度 公表 ルート（県内全線）
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9

平成２０年度公表 ルート（案）の詳細図３ 平成20年度 公表 ルート（起点部詳細図）
起点側についてルート検討を実施

● ルートの選定
次の４地点を起点とする４ルートについて評価を実施

波田IC（仮称）、梓川スマートIC、豊科IC、豊科北IC（仮称）

● 評価結果
県としては、「豊科北」ルートを一番有利な案と評価



現道
接続部

現道
接続部

橋長約530ｍ

Ａルート 延長約４．６㎞ （一般部３．４㎞、橋梁部０．５㎞、ＩＣ部０．７㎞）

Ｂルート 延長約５．４㎞ （一般部３．９㎞、橋梁部０．８㎞、ＩＣ部０．７㎞）

橋長約320ｍ

安曇橋

犀川橋

高瀬川右岸道路

至

長
野
Ｉ
Ｃ

高瀬川

犀
川

大町市→

長野自動車道

万水川

穂高川

橋長約450ｍ

Ｂルート

国道19号

至

安
曇
野
Ｉ
Ｃ

Ａルート

新設ＩＣ

(主)穂高明科線

Ｂルート

Ａルート

【概略ルートについて説明】
○２つのルート帯を示し、Bルートが有利と説明。
○Ｂルートを基本に詳細な調査を進め、具体的なルートを
決めていく旨を説明。

【地元説明会等でのご意見】
○地域分断、農地分断などを含め、様々なご意見をいただく。

（道路の主な規格）
○サービス速度は概ね時速６０キロ
○車線数は原則２車線
○主な道路との交差点は立体化

平成２３年公表 概略ルート案（起点部）４ 平成23年度公表 概略ルート（起点部）
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３ 平成23年度以降の
検討状況
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・道路の規格
・事業の規模・期間
・費用対効果（B／C）
・整備効果 など

・地域の分断
・農地の分断
・高速道路との接続
・治水への影響
・地下水（わさび田）への影響
・地質の確認 など

１ 検討内容

12

・ルート：高瀬川 左岸・右岸
・設計速度：60km/h・80km/h

↓
・事業の規模・期間、 B／C

を比較評価

・ルート等の見直し

〔追加調査〕
・地下水の流れの解析
・地質データ等の収集

検討項目 検討内容

長野道～大町市街地南
概略ルート検討

H23公表案へのご意見等 いただいたご意見等を
ふまえた検討

地域高規格道路として



• 設計速度80km/hのルートは、いずれも建設費が大きく整備が長期に及ぶため、
費用対効果（Ｂ／Ｃ）が１を下回る。

（参考）短縮時間：13分～14分、 建設費：540億円～980億円

２ 概略ルート検討（設計速度80km/h）
◆設計速度80km/h：自動車専用道路

２

３

１ 安曇野ＩＣ

安曇野北ＩＣ
（仮称）

高瀬川右岸

高瀬川左岸

起点 中間 終点

高瀬川
左岸

池 田 町

松 川 村

安曇野市

大 町 市

道の駅まつかわ

安曇野
IC

押野

◎

19

147

147

安曇橋南

上一北

旭町

安曇野北
IC(仮称)

２ ３

３ １ ２ ３

１ ２

重柳

道の駅池田

大町市役所

安曇野市役所

１

松川村役場

池田町役場

安曇総合病院

高瀬橋西

(イメージ図)
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２ 概略ルート検討（設計速度60km/h）

5

6

4 安曇野ＩＣ

安曇野北ＩＣ
（仮称）

高瀬川右岸

高瀬川左岸

起点 中間 終点

高瀬川
左岸

池 田 町

松 川 村

安曇野市

大 町 市

道の駅まつかわ

安曇野
IC

押野

◎

19

147

147

安曇橋南

上一北

旭町

安曇野北
IC(仮称)

5 6

6 4 5 6

4 5

重柳

道の駅池田

高瀬橋西

◆設計速度60km/h：一般道路

•設計速度60km/hのルートは、いずれも費用対効果（Ｂ／Ｃ）が１を上回る。
•このうち、⑤安曇野北IC（仮称）～高瀬川右岸道路のルートが、建設費、
費用対効果、整備期間ともに最も有利な案となる。

（参考）短縮時間：10分～11分、 建設費：310億円～480億円

５

(イメージ図)

安曇野市役所

松川村役場

池田町役場

大町市役所

4

安曇総合病院
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４ 計画案の内容

安曇野北ＩＣ（仮称）～大町市街地南
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○ 設計速度６０ｋｍ/ｈ（一般道路・２車線）

○ 起点を安曇野北IC(仮称)とし、平成23年度公表のＢルートを修正

○ 高瀬川右岸道路を部分的に改良して活用

（追越車線４箇所、立体交差１箇所）
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・建設費：２５０～２7０億円
・費用対効果（Ｂ／Ｃ）：２～３
・整備方針の範囲は大町市内の追越車線設置までとし、

終点部の検討のため大町市街地ルートの調査に着手

１ 整備方針とルート帯

◆整備方針

◆ルート帯

長野県統合型GIS案内地図を基に作成(H28.1.27引用)

池 田 町

松 川 村

安曇野市
大 町 市



２ ルート帯（新設区間）
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一般部

追越車線部

３ 幅員

18
いずれも標準的な幅員（単位：ｍ）です



（写真上に概ねの位置を示したものです）

安曇野北ＩＣ（仮称）

犀 川

万 水 川

高瀬川

御宝田

大王わさび園
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４ ルート帯のイメージ （安曇野北IC（仮称）～高瀬川渡河）

穂高川



５ 整備によって期待される効果
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安曇野北IC(仮称)

安曇野市

松川村

大町市

松本市

青木村

筑北村生坂村

麻績村 千曲市

長野市

安曇野IC

麻績IC

姨捨SIC

梓川SIC

安曇野市

松川村
池田町

生坂村
筑北村

松本市

麻績村

安曇野IC

梓川SIC

明科工業団地

島新田工業団地

青木花見産業団地

三田工業団地
あづみの産業団地

烏川工業団地

安曇野北IC(仮称)

大町市街地が高速道30分圏域に入ります
（池田町・松川村役場が概ね15分圏域に入ります）

◆長野道から30分圏域の変化（整備前→整備後） ◆長野道から10分圏域の変化（整備前→整備後）

１ 整備効果 （時間短縮）

：高速道路
：国道
：主要地方道
：一般県道

：松本糸魚川
連絡道路

凡例

安曇野市内の３つの工業団地が
高速道10分圏域に入ります

：高速道路
：国道
：主要地方道
：一般県道

：松本糸魚川
連絡道路

凡例

所要時間
10分短縮
（27%減）

大町市役所～長野道

37分

27分

0 10 20 30 40

整備前

整備後

松川村役場

池田町役場

◎大町市役所

池田町

○○

所要時間
10分短縮
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安曇野IC

JR大糸線

安曇野市

池田町

国道147号 新田～成相
混雑度：1.33→1.06

安曇野インター堀金線
混雑度：1.73→1.40

柏矢町田沢停車場線
混雑度：1.54→1.10

豊科駅

南豊科駅

中萱駅

柏矢町駅

穂高駅

有明駅

安曇追分駅

JR篠ノ井線

田沢駅

明科駅

市街地部や安曇野IC周辺で渋滞が発生

交通量の減少により、渋滞が緩和

◆交通量の変化（将来交通量推計の結果）

◆現在の安曇野市内の交通状況（走行速度、混雑度）
（混雑度：現況→整備後）

・走行速度は、カーナビの旅行時間データ(H23.9～H24.8)をもとに算出
（本田技研工業(株)インターナビフローティングカー統計データを使用）

・混雑度は、H22道路交通センサスと将来交通量推計値に基づく

凡例
【走行速度】

～20km/h
20～40km/h
40～60km/h
60～80km/h
80km/h～

※現況：H22道路交通センサス交通量
整備後：将来交通量推計値
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【柏矢町田沢停車場線】

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

現況 将来

交
通

量
（

台
/日

）

約2９％(4,400台)減少

15,400
11,000

２ 整備効果 （渋滞緩和）

整備後

混雑度：道路の混み具合を示す指標

現況

安曇野市

至 松川村↑
池田町



資料：ITARDAデータ（H22-H25）をもとに作成

凡例
【死傷事故率（H22-25）】

0～100 件/億台km

100～300 件/億台km

300～ 件/億台km

◆国道147号などの交通事故の状況（死傷事故率）

島新田

成相

死傷事故率：自動車の走行距離あたりの死傷事故率発生件数

交通量の減少等により、安全性が向上

国道147号などで死傷事故率の高い区間が点在

自転車事故
5%

追突

38%

出会い頭
28%

歩行者事故
10%

右折
20%

正面衝突
5%

◆交通事故の状況（国道147号 成相～島新田交差点）

死傷事故率が県平均の約8倍
※成相～島新田：392件/億台km
長野県平均： 48件/億台km

【主な事故要因】

３ 整備効果 （安全性向上）
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追突事故が最も多い

松本糸魚川
連絡道路



長野県立こども病院
（周産期母子医療センター）

北アルプス広域消防本部

信州大学医学部附属病院
（高度救命救急センター・災害拠点病院・がん診療

連携拠点病院・周産期母子医療センター）

相澤病院
（救命救急センター・地域支援病院・

がん診療連携拠点病院）

NHOまつもと医療センター
（松本病院）

（地域医療支援病院）

市立大町総合病院
（災害拠点病院）

◆救急医療施設及び立地状況

＜救急搬送に国道１４７号・１４８号を利用＞

24

４ 整備効果 （医療サービスの向上）

混雑する区間をさけることで、搬送

時間が短縮し、医療サービスが向上

救急搬送先は、松本市周辺が多く、

国道147号等が利用されている

147

148

安曇野市

松川村

大町市

松本市

池田町



大北地域の農産物出荷先は９割以上が県外

・輸送時間の短縮により、高い鮮度を保持
・円滑な走行により、荷痛みを軽減

農産物の安定した出荷が期待

長野県

大阪府

JA大北富山県

三重県

愛知県

◆国際拠点港湾（伏木富山港）までのルート◆大北地域の農産物出荷ルート

資料：H25.5 ＪＡ大北への

電話ヒアリング調査より

JA大北の野菜出荷先

愛知県
50%

富山県
20%

大阪府
15%

三重県
10%

5%長野県

※国際拠点港湾：国際海上貨物輸送網の拠点となる港湾(H23年指定)

短距離で安定したルート選択が期待
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５ 整備効果 （物流の利便性向上）

姫川港

伏木富山港

直江津港

安曇野IC

国道158号



安曇野周辺は観光スポットが多く存在

◆安曇野市の人気観光スポット

国営アルプスあづみの公園

出典：安曇野市HP

犀川白鳥湖

大王わさび農場

安曇野わさび田湧水群

松本駅

柏矢町駅

中萱駅

豊科駅

有明駅

一日市場駅

安曇追分駅

明科駅

犀川白鳥湖
出典：安曇野市HP出典：安曇野市HP

出典：安曇野市HP

観光地までの所要時間が短縮
→ 観光地の周遊時間が増加

0

100

200

300

400

500

H15 H20 H25

（万人）

観光入込客数
増加傾向

NHK連続テレビ小説「おひさま」放映

資料：H26長野県観光統計 安曇野市の観光入込客数

◆増加傾向にある安曇野市の観光入込客数
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６ 整備効果 （観光地の周遊性向上）

出典：安曇野市HP

碌山美術館



国道19号
ルート

長野自動車道
ルート

長野地域

松本地域

信州大学医学部
附属病院

長野赤十字病院

市立大町総合病院

松本糸魚川
連絡道路
経由ルート

大北地域

長野大町線
（オリンピック道路）

凡例

：災害拠点病院

◆松本地域～長野地域間の主なルート

７ 整備による効果 （ルートの代替性確保）

松本糸魚川連絡道路を

経由するルートが、

災害時などの代替ルートとなる

現状は、所要時間や定時性の観点から、

災害時の代替ルートとしては不十分
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：高速道路
：国道
：主要地方道
：一般県道

凡例

：松本糸魚川連絡道路



６ 今後の予定
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１月２９日 全体説明会（３会場）

２月２日～ 地区説明会

2月16日～意見の公募（パブリックコメント）
説明会に出席できなかった方も含めて、

ご意見をいただきます

次回説明会など

今後の予定
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意見のとりまとめ


